
大
宮
町
森
本
の
「
京
丹

後
森
本
ア
グ
リ
株
式
会

社
」
は
同
地
区
で
連
携
し

て
活
動
し
て
い
る
龍
谷
大

学
へ
、
学
生
と
地
域
が
共

同
で
開
発
し
た
「
ゲ
ン
ゴ

ロ
ウ
郷
の
米※
１

」
約
２
０

０
㎏
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

困
っ
て
い
る
大
学
生
の
食

生
活
支
援
を
目
的
に
、
昨

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
７
月
３
日
に

は
、
同
社
前
で

贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
郷

の
米
は
、
龍
谷

大
学
で
実
施
し

て
い
る
一
人
暮

ら
し
の
学
生
を

支
援
す
る
取
り

組
み
「
百
縁
夕

食※

２

」
な
ど
の

取
り
組
み
で
活

用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※

１

龍
谷
大
学
と
の
連

携
調
査
で
絶
滅
危
惧
種
の

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始

ま
っ
た
地
域
固
有
の
生
物

と
の
共
存
を
目
指
し
た
農

法
に
よ
り
栽
培
さ
れ
た
米

※

２

一
人
暮
ら
し
の
学

生
を
対
象
に
一
〇
〇
円
で

夕
食
を
提
供
し
、
友
達
づ

く
り
や
授
業
サ
ポ
ー
ト
を

通
し
て
学
生
を
応
援
す
る

取
り
組
み
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大
宮
町
の
人
口

年 齢 R3.5月末 (前月比)

0歳～14歳 1,297人（ －4 ）

15歳～64歳 5,728人（ －8 ）

65歳～ 3,033人（ －5 ）

合 計 10,058人（ －17 ）

市HP内掲載記事へ

大
学
生
に
丹
後
の
お
米
を
寄
贈

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
郷
の
米

学生支援のため特別栽培米を寄贈

小学校区ごとの区長意見交換会

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な

大
宮
町
区
長
協
議
会
で

は
昨
年
度
よ
り
、
大
宮
第

一
小
学
校
区
と
大
宮
南
小

学
校
区
の
区
域
の
区
長
さ

ん
に
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
ご

と
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

各
区
に
お
け
る
課
題
の
共

有
や
課
題
解
決
の
た
め
に
、

意
見
交
換
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
両
校
区
の
エ

リ
ア
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
た
課
題
や
問
題
が
あ

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
・
問
題
に
即
し
た
解
決

方
法
な
ど
を
議
論
す
る
た

め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。

今
年
度
初
め
て
の
意
見

交
換
会
が
、
大
宮
第
一
小

校
区
で
は
６
月
８
日
周
枳

公
民
館
で
、
大
宮
南
小
校

区
で
は
６
月
２
９
日
大
宮

庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
市
役
所
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課
か
ら
「
新
た
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
た
の
ち
、

校
区
単
位
で
の
課
題
解
決

に
向
け
た
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
区
長
さ
ん
か

ら
は
「
今
年
度
区
長
に

な
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、

小
学
校
区
ご
と
に
意
見
交
換
会

大
宮
町
区
長
協
議
会

こ
う
し
た
機
会
に
他
の
区
の
状
況

な
ど
が
確
認
で
き
る
の
は
あ
り
が

た
い
。
今
後
も
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
。
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
不
定
期

で
す
が
、
今
後
も
継
続
し
て
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

多年にわたり防犯活動に尽力し、犯

罪の防止に多大な功労があったとして、

京丹後防犯推進委員協議会大宮支部が

このたび近畿管区警察局長と近畿防犯

協会連絡協議会長から表彰されました。

大宮支部では、年金振込日における

高齢者への啓発活動や登下校時の子ど

もの見守りなどさまざまな防犯活動を

町内外で展開されています。

支部長の小牧一男さんは「表彰を機

にこれからも地域の安心安全のため、

特に青色防犯パトロールに重点をおい

て地域防犯に努めていきたい」と力強

く今後の活動方針を語ってくれました。

京丹後防犯推進委員協議会
大宮支部

防犯功労団体表彰

近畿防犯協会連絡協議会長から表彰される小牧支部長


